
研
究
ノ
ー
ト

刊
行
境
内
図
の
資
料
的
価
値
と
問
題
点

近
世
京
都
の
寺
社
を
事
例
に

小

林

善

仁

一

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
近
世
に
寺
院
や
神
社
の
許
可
を
得
る
な
ど
し
て
市

中
の
版
元
か
ら
刊
行
さ
れ
た
寺
社
の
境
内
図
（
以
下
、
刊
行
境
内
図
）

に
つ
い
て
、
既
往
研
究
に
お
け
る
資
料
的
位
置
づ
け
を
確
認
し
た
上
で
、

刊
行
境
内
図
が
有
す
る
資
料
的
な
可
能
性
を
刻
記
や
記
載
内
容
を
通
し

て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
近
世
・
近
代
の
手
書
き
の
寺
社

境
内
図
を
資
料
と
し
て
境
内
地
の
復
原
的
考
察１

）を
進
め
て
き
た
筆
者
に

と
っ
て
、
刊
行
境
内
図
は
そ
の
景
観
的
描
写
を
通
し
て
筆
彩
絵
図
で
は

知
り
得
な
い
寺
社
境
内
地
の
具
体
的
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
資
料
と

な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

近
世
後
期
の
日
本
で
は
、
伊
勢
参
宮
に
代
表
さ
れ
る
寺
社
参
詣
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
寺
社
や
名
所
旧
跡
、
景
勝
地
や
土
地
の
名
物
・
名
産
な

ど
を
記
し
た
名
所
図
会
や
名
所
案
内
記
が
江
戸
・
京
都
・
大
坂
の
三
都

や
地
方
都
市
な
ど
で
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
寺
社
に
関
す
る
出
版

物
は
冊
子
ば
か
り
で
は
な
く
、
略
縁
起
や
境
内
の
地
図
類
も
寺
社
や
そ

の
門
前
な
ど
で
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
木
版
・

単
色
一
枚
刷
り
で
、
大
量
に
出
版
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。

名
所
図
会
な
ど
の
冊
子
を
現
代
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
例
え
る
な
ら

ば
、
境
内
地
図
類
は
簡
便
な
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
相
当

す
る
と
言
え
よ
う
。

名
所
図
会
や
名
所
案
内
記
と
い
っ
た
冊
子
型
の
刊
行
物
は
歴
史
地
理

学
の
み
な
ら
ず
、
日
本
史
学
・
建
築
史
学
な
ど
幾
つ
か
の
分
野
で
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
利
用
さ
れ
、
研
究
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
寺
社
関
係
の
絵
図
に
な
る
と
事
情
が
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
研
究

の
蓄
積
が
進
ん
で
き
た
の
は
手
書
き
彩
色
の
絵
図
で
あ
り
、
名
所
図
会

や
名
所
案
内
記
の
掲
載
図
、
刊
行
絵
図
を
資
料
と
し
て
用
い
て
い
て
も

ほ
と
ん
ど
補
助
的
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
歴
史
地
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理
学
や
日
本
史
学
の
分
野
で
刊
行
境
内
図
の
分
析
あ
る
い
は
刊
行
境
内

図
を
資
料
と
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
白
石
克

に
よ
る
「
江
之
島
絵
図
」
の
研
究２

）の
他
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
に
よ
る

資
料
集３

）の
刊
行
や
師
橋
辰
夫
に
よ
る
個
別
図
の
解
説４

）が
見
ら
れ
る
程
度

で
あ
る
。

刊
行
境
内
図
が
研
究
資
料
と
し
て
あ
ま
り
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理

由
は
幾
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
で
は
二
点
を
示
し
て
お
こ
う
。
そ

の
一
つ
は
、
刊
行
境
内
図
が
絵
図
（
地
図
）
の
一
種
と
み
な
さ
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
寺
社
境
内
地
を
鳥

瞰
的
に
描
い
た
刊
行
図
を
集
め
て
禿
氏
祐
祥
が
編
集
し
た
も
の
に
『
京

都
社
寺
境
内
版
画
集５

）』
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
近
世
の
木
版
墨
刷
り
の
境

内
図
と
近
代
の
銅
板
印
刷
物
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
禿
氏
は
地
図
集
あ

る
い
は
絵
図
集
で
は
な
く
、
版
画
集
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
歴
史
地

理
学
者
の
矢
守
一
彦
は
「
広
域
を
写
し
た
俯
瞰
図
が
、
地
物
の
空
間
的

配
置
を
示
す
機
能
」
を
も
ち
、
地
図
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
認
め

て
は
い
る
も
の
の
、
刊
行
境
内
図
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い６

）。

刊
行
境
内
図
の
描
写
範
囲
は
矢
守
の
言
う
「
広
域
」
に
比
べ
れ
ば
遙
か

に
狭
小
で
あ
り
、
矢
守
は
刊
行
境
内
図
を
地
図
的
な
機
能
を
も
つ
俯
瞰

図
あ
る
い
は
鳥
瞰
図
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
つ
目

は
、
刊
行
境
内
図
が
大
量
に
出
版
さ
れ
か
つ
安
価
で
入
手
で
き
た
た
め

に
旅
が
終
わ
る
と
忘
れ
ら
れ
た
か
廃
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ７

）、
個
人
が
収

集
し
て
い
る
場
合
で
も
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
手
元
に
残
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
刊
行
境
内
図
が
比
較
的
安
価
な

大
量
印
刷
可
能
な
出
版
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
う
し
た
状
況
を
招
い
た

と
言
え
よ
う
。

矢
守
の
よ
う
に
刊
行
境
内
図
を
地
図
と
は
み
な
さ
な
い
研
究
者
が
い

る
と
し
て
も
、
刊
行
境
内
図
が
筆
彩
の
寺
社
境
内
図
に
欠
け
た
情
報
を

補
う
資
料
に
な
る
可
能
性
を
も
つ
限
り
、
寺
社
境
内
地
を
研
究
対
象
と

す
る
筆
者
は
そ
れ
を
軽
視
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
寺
社
に
関

係
す
る
絵
図
の
分
類
と
そ
の
な
か
に
お
け
る
刊
行
境
内
図
の
位
置
づ
け

を
確
認
し
た
上
で
、
近
世
の
日
本
に
お
い
て
江
戸
・
大
坂
・
奈
良
・
伊

勢
な
ど
と
並
ん
で
寺
社
へ
の
参
詣
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
京
都
の
刊

行
境
内
図
を
慶
應
義
塾
図
書
館
が
刊
行
し
た
資
料
集
の
『
江
戸
時
代
の

寺
社
境
内
絵
図８

）』、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
の
『
池
田
遙
邨
氏
旧

蔵
京
都
関
係
絵
図
類９

）』
の
中
か
ら
抽
出
し
、
刻
記
と
記
載
内
容
の
検
討

を
通
し
て
、
刊
行
境
内
図
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い

く
。

二

寺
社
関
係
絵
図
の
分
類
と
刊
行
境
内
図

寺
社
に
関
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
絵
図
は
、
中
世
・
近
世
を
中
心
に
目

的
や
用
途
に
応
じ
て
多
様
で
、
そ
の
数
も
多
い
。
中
世
の
絵
図
は
境
内

図
を
含
め
て
手
書
き
の
彩
色
絵
図
で
あ
る
が
、
近
世
に
な
っ
て
出
版
技
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術
が
発
達
す
る
と
そ
れ
に
加
え
て
多
数
の
刊
行
境
内
図
が
作
成
さ
れ
て

い
る
。
極
め
て
簡
易
な
分
け
方
で
は
あ
る
が
、
作
成
時
期
と
作
成
方
法

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
絵
図
を
分
け
る
と
、
①
中
世
に
作
成
さ
れ
た
手
書

き
絵
図
、
②
近
世
に
作
成
さ
れ
た
手
書
き
絵
図
、
③
近
世
に
作
成
さ
れ

た
刊
行
絵
図
の
3
種
類
に
な
る
。

さ
ら
に
、
絵
図
の
作
成
目
的
あ
る
い
は
用
途
と
い
う
点
か
ら
、
幾
つ

か
の
分
類
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
景
山
春
樹
は
寺
社
を
対

象
と
し
た
絵
図
を
信
仰
絵
図
・
経
済
絵
図
・
建
築
絵
図
の
三
つ
に
分
類

し
、
そ
の
上
で
寺
社
の
絵
図
は
大
半
が
信
仰
絵
図
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る10
）。

景
山
が
言
う
信
仰
絵
図
と
は
「
信
仰
の
場
で
あ
り
、
信
仰
の
対
象

で
あ
る
神
社
や
寺
院
の
建
築
な
ど
、
宗
教
的
施
設
に
中
心
を
据
え
て
、

ひ
ろ
く
そ
の
境
内
地
の
景
観
な
ど
を
描
い
て
い
る
も
の11

）」
で
あ
り
、
信

仰
絵
図
を
寺
院
・
神
社
の
境
内
絵
図
、
曼
荼
羅
絵
図
、
参
詣
・
参
宮
曼

荼
羅
絵
図
に
細
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
坂
守
は
信
仰
絵
図
の
描
写

の
対
象
が
寺
院
や
神
社
の
境
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
信
仰
絵
図
を
「
社
寺

絵
図
」
と
捉
え
直
し
、
絵
図
の
作
成
目
的
に
着
目
し
て
社
寺
曼
荼
羅
絵

図
、
社
寺
参
詣
曼
荼
羅
図
、
社
寺
境
内
絵
図
、
社
寺

示
絵
図
、
社
寺

建
築
指
図
の
五
つ
の
細
分
類
を
提
示
し
た12

）。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
古
地

図
研
究
家
の
山
下
和
正
は
絵
図
の
分
類
方
法
の
試
案
を
提
示
す
る
な
か

で
特
定
の
主
題
の
も
と
で
作
成
さ
れ
る
主
題
図
の
一
つ
と
し
て
道
中

図
・
参
詣
行
楽
案
内
図
・
そ
の
他
の
主
題
図
と
い
う
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

設
け
、「
参
詣
行
楽
案
内
図
」
の
下
位
に
山
岳
図
・
名
所
図
・
温
泉
図

と
並
べ
て
「
社
寺
図13

）」
と
い
う
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
て
い
る
。

「
社
寺
図
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
手
書
き
彩
色
の
「
山
王
権
現
比
叡
山

三
塔
図
」
や
「
三
縁
山
増
上
寺
絵
図
」
な
ど
と
同
時
に
、「
日
光
山
之

御
絵
図
」
や
「
伊
勢
参
詣
案
内
図
」
な
ど
の
木
版
刷
り
の
刊
行
図
も
同

一
の
「
社
寺
図
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る14

）。

景
山
・
下
坂
の
分
類
に
は
、
と
も
に
境
内
絵
図
と
い
う
サ
ブ
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
曼
荼
羅
図
や

示
絵
図
に
比
べ

て
そ
れ
が
指
し
示
す
内
容
は
曖
昧
で
あ
り
、
さ
ら
に
主
に
中
世
の
寺
社

を
対
象
と
し
た
手
書
き
絵
図
（
先
述
①
）
を
念
頭
に
発
案
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
加
え
れ
ば
、
近
世
の
刊
行
境
内
図
を
そ
こ
に
位

置
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
山
下
の
分
類
案
は
近
世
絵
図

を
中
心
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
明
確
に
刊
行
境
内
図
を
含
む
分
類
案

で
あ
っ
た
点
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
山
下
の
分
類
で
は
手
書
き
絵

図
と
刊
行
図
の
区
別
は
重
要
な
指
標
と
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
両
者

が
同
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
混
在
す
る
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
対
し
て
酒
井
一
光
は
、
一
枚
刷
り
の
寺
社
境
内
図
を
境
内
の
名

所
案
内
と
し
て
描
か
れ
た
図
と
捉
え
直
し
「
寺
社
名
所
図15

）」
と
い
う
新

た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
下
坂
の
言
う

「
社
寺
絵
図
」
の
五
つ
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
新
た
な
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
加
え
た
便
宜
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。
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そ
も
そ
も
刊
行
絵
図
は
、
手
書
き
絵
図
に
対
し
て
作
成
方
法
や
作
成

主
体
だ
け
で
な
く
、
伝
達
さ
れ
る
情
報
の
内
容
や
表
現
、
さ
ら
に
は
情

報
の
利
用
者
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
違
い
を
十
分
に
考

慮
し
な
い
ま
ま
の
分
類
が
ど
れ
ほ
ど
有
意
味
な
も
の
か
、
少
な
く
と
も

近
世
絵
図
の
分
類
に
お
い
て
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
刊
行
図
で
あ
る
が

ゆ
え
の
特
色
を
踏
ま
え
つ
つ
、
絵
図
分
類
の
中
に
刊
行
境
内
図
の
位
置

を
定
め
る
こ
と
が
難
し
い
の
は
、
中
世
・
近
世
を
問
わ
ず
、
手
書
き
絵

図
の
分
析
を
中
心
に
し
て
進
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
絵
図
研
究
の
あ
り

方
を
反
映
し
も
の
で
あ
る
が
、
今
新
た
な
分
類
を
試
み
る
余
裕
は
な
い
。

ま
た
、
筆
者
の
当
面
の
関
心
は
寺
社
の
境
内
地
で
あ
る
。
手
書
き
絵
図

と
の
対
応
を
考
慮
し
つ
つ
、
刊
行
絵
図
の
分
類
を
試
み
る
作
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

三

刊
行
境
内
図
の
資
料
的
検
討

1
）
分
析
対
象
の
資
料

『
江
戸
時
代
の
寺
社
境
内
絵
図16

）』
は
慶
應
義
塾
図
書
館
が
刊
行
境
内

図
を
集
め
て
刊
行
し
た
資
料
集
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
行
し
て
刊
行
さ
れ

た
同
館
が
所
蔵
す
る
寺
社
の
由
来
を
記
し
た
略
縁
起
の
解
説
書17

）と
併
読

す
る
こ
と
で
、
当
時
の
寺
社
観
光
ガ
イ
ド
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
資
料
集
は
関
西
に
始
ま
り
、
東
海
・
関
東
・
東
北
と
そ
の
他

の
地
域
、
補
遺
編
の
三
巻
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
近
世
京
都

の
寺
社
を
対
象
と
し
た
刊
行
境
内
図
は
年
代
の
不
明
な
も
の18

）を
含
め
て

二
〇
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
表
1
）。
但
し
、
そ
れ
ら
の
刊
行
境
内

図
が
慶
應
義
塾
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

も
う
一
方
の
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
る
刊
行
境
内
図
は
、

『
池
田
遙
邨
氏
旧
蔵
京
都
関
係
絵
図
類19

）』
に
含
ま
れ
て
い
る
。
池
田
遙

邨
は
大
正
・
昭
和
期
に
活
動
し
た
日
本
画
家
で
あ
り
、
池
田
が
個
人
的

に
収
集
し
た
も
の
が
寄
贈
さ
れ
て
資
料
群
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
池
田

は
、
歌
川
広
重
や
種
田
山
頭
火
の
作
品
に
傾
倒
し
て
自
然
と
旅
を
愛
し

た
画
家
と
し
て
知
ら
れ
、
東
海
道
五
十
三
次
を
は
じ
め
全
国
各
地
を
旅

し
て
回
っ
て
い
る20

）。
収
集
さ
れ
た
刊
行
境
内
図
は
、
こ
れ
ら
の
旅
の
な

か
で
集
め
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

『
池
田
遙
邨
氏
旧
蔵
京
都
関
係
絵
図
類
』
の
絵
図
類
は
全
部
で
五
〇

枚
で
あ
る
。
内
訳
は
寺
院
絵
図
が
一
八
枚
、
神
社
絵
図
が
九
枚
、
宇

治
・
嵐
山
・
天
橋
立
な
ど
の
名
所
絵
図
が
一
二
枚
、
京
都
図
な
ど
の
都

市
図
が
五
枚
、
瓦
版
・
宝
絵
な
ど
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
六
枚

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
刊
行
境
内
図
は
寺
院
絵
図
・
神
社
絵
図
を
合
わ

せ
た
二
七
枚
で
あ
り
、
表
2
に
そ
の
一
覧
を
示
し
た
（
表
2
）。
寺
社

境
内
地
に
つ
い
て
は
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
の
神
仏
分
離
や
明
治

四
（
一
八
七
一
）
年
の
社
寺
領
上
知
（
上
地
）
と
そ
の
後
の
境
内
地
処

分
な
ど
に
よ
っ
て
境
内
地
の
景
観
が
大
き
く
変
化21

）し
た
が
、
明
治
四
年

以
降
の
刊
行
年
を
も
つ
絵
図
が
五
点
（
池
田
№
6
・
18
・
19
・
22
・

一
七
八



表１ 慶應大学附属図書館所蔵刊行境内図一覧（近世京都関係分）

刊行年
№ 図 名 寺社名

和暦 西暦
刊記など

1 愛宕山略図 愛宕社 ― ― 「東南 」

2 城州八幡山案内絵図 石清水八幡宮 ― ― 「男山麓 長浜家蔵版」

3 城州鹿鷺山笠置寺絵図 笠置寺 ― ― ×

4 音羽山清水寺略図 清水寺 弘化４ 1847
「弘化四年刻」「洛士井上春
曙画(印)版元山本五郎兵衛」

5 北山鹿苑寺金閣之図 ― ― 「谷華明」
鹿苑寺

6 北山鹿苑寺金閣図 ― ― ×

7 山城国宇治興聖宝林禅寺之図 興聖寺 ― ― 東肥藩 一鳳森敬之 」

8 鷲峯山高台寺之勝景 高台寺 ― ― 「井上治兵衛刀」

9 洛陽正東山那智若王子社地全図 若王子社 弘化４ 1847
「弘化丁未孟春 真景 近江
介原在照」「井上治兵衛刀」

10東福禅寺伽藍之図 東福寺 寛政131801
「古板磨滅 再版寛政十三辛
酉年改」「画師高宮永寿八十
一歳書」

11山城国葛野郡松尾御社略図 松尾社 ― ― ×

12宇治黄檗山絵図 万福寺 ― ― 「宇治黄檗門前 大田太兵衛板」

13皇都吉田御社絵図 吉田社 ― ―
「吉田殿御冠烏帽子司 西村
儀兵衛」

14北野天満宮御境内図 北野天満宮 ― ―

「速水春暁斎遺図」「森川保之補図」
「御墨筆硯所 三宅清兵衛蔵版」
「製本所書林 野田儀兵衛発行」
「京師 岡田茂兵衛刀」

15銀閣寺林泉図 慈照寺 慶応４ 1868
「慶應戊辰仲夏寫 梅嶺幸直
豊」「京都 倉貫刀」

16洛東歌中山清閑寺絵図 清閑寺 ― ― 「阿州湯浅氏李 謹画」

17東山大仏殿之図 方広寺 天保３ 1832

「天保三辰三月再刻」「花洛
中村有楽斎書図」
「大仏御殿御印」「弘所瑞錦
堂」「板元文染堂」

18東本願寺御堂絵図 東本願寺 寛政101798
「寛政十年戊午春再板御免」
「書林 御寺内 海運堂新
版」。

19鞍馬図 鞍馬寺 ― ― ×

20勅会御開扉御行粧略図 因幡堂平等寺 嘉永元 1848
「玉園源成和謹 」「因幡堂
蔵板」

―…刊行年不明 ×…刊記無し

注）本表は次の文献より作成した。 白石克（1990）『慶應義塾図書館所蔵 江戸時代の寺社境内絵図

（一枚刷）』上・関西，慶應義塾大学三田情報センター。同（1997）『慶應義塾図書館所蔵 江戸時

代の寺社境内絵図（一枚刷）』補遺編，慶應義塾大学三田情報センター。
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表２ 『池田遙邨氏旧蔵京都関係絵図類』 刊行境内図一覧

刊行年
№ 図 名 寺社名

和暦 西暦
刊記など

1 塩月山医王院水薬師寺御縁起 医王院 ― ―
「京都府山城国葛野郡七条村
字塩小路」

2 音羽山清水寺略図 清水寺 明治２ 1869 ×

3 音羽山清水寺略図 弘化４ 1847
「弘化四年刻」「洛士井上春
曙画(印)版元山本五郎兵衛」

4 北山鹿苑寺金閣寺 ― ― 「梅川東挙画」

5 北山鹿苑寺金閣之図 鹿苑寺 ― ― 「谷華明」

6 京都北山金閣寺全図 明治281895 ×

7 銀閣寺林泉図 慈照寺 慶応４ 1868
「慶應戊辰仲夏寫 梅嶺幸直
豊」「京都 倉貫刀」

8 洛西粟生光明寺山内細図 光明寺 ― ― ×

9 黒谷金戒光明寺全図 金戒光明寺 ― ― 「 士 春翠四方源酒 」

10醍醐山絵図 醍醐寺 ― ― 「長陽作」

11華頂山大谷寺知恩教院全図 知恩院 ― ―

「蔵人所衆正六位下式部省大録
菅原朝臣為恭 之」
「調進所 田村文嶺堂」
「版木師 加藤佐助 刀 安之助」

12皇都五山之一恵日山東福禅寺全図 東福寺 ― ― ×

13東福禅寺 ― ― ×

14丹後国成相寺山景 成相寺 ― ― ×

15丹後国成相寺山景 ― ― ×

16
京大仏殿方廣寺三十三間堂新日
吉社等御境内

方広寺 他 ― ― ×

17宇治黄檗山絵図 万福寺 ― ― 「宇治黄檗門前 大田太兵衛板」

18黄檗宗大本山万福禅寺 明治271894 ×

19愛宕神社之全図 愛宕神社 明治171884 ×

20愛宕山之図 ― ― 「高倉在孝 図」
愛宕社

21愛宕山略図 ― ― 「東南 」

22京都府船井郡園部生身天満宮 生身天満宮 明治351902 ×

23石清水八幡宮行幸行列図 石清水八幡宮 ― ― ×

24山城国綴喜郡男山八幡宮全山図 男山八幡宮 明治111878 ×

25
山城国愛宕郡官幣大社賀茂別雷
神社之全図

上賀茂神社 ― ― ×

26洛陽北野ノ社細図 北野神社 ― ― ×

27
西之京安楽寺子規天満宮御境内
附四方通抜近道之図

子規天満宮 嘉永５ 1852「四季ノ席貸 郭公茶亭」

―…刊行年不明 ×…刊記無し

注）『池田遙邨氏旧蔵京都関係絵図類』（京都府立総合資料館所蔵）より筆者作成。
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24
）、「
京
都
府
」（
同
№
1
）
や
「
官
幣
大
社
」（
同
№
25
）
の
よ
う
に

近
代
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
絵
図
が
二
点
あ
る
。
ま
た
、

「
石
清
水
八
幡
宮
行
幸
行
列
図
」（
同
№
23
）
は
、
文
久
三
（
一
八
六

三
）
年
四
月
の
孝
明
天
皇
に
よ
る
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
行
幸
の
様
子
を

描
い
た
絵
図
で
あ
り
、
描
写
の
中
心
は
行
幸
の
行
列
に
あ
る
た
め
境
内

地
を
対
象
と
し
た
図
で
は
な
い
。
加
え
て
、
池
田
№
14
・
15
の
「
丹
後

国
成
相
寺
山
景22

）」
は
図
題
の
通
り
丹
後
国
の
成
相
寺
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。
以
上
の
結
果
、
二
七
枚
の
刊
行
境
内
図
の
う
ち
、
近
代
に
刊
行

さ
れ
た
七
点
と
行
幸
行
列
図
一
点
、
そ
れ
に
対
象
範
囲
外
の
寺
社
境
内

地
を
描
い
た
絵
図
二
点23

）の
計
一
〇
点
を
除
い
た
一
七
点
が
『
池
田
遙
邨

氏
旧
蔵
京
都
関
係
絵
図
類
』
に
含
ま
れ
る
分
析
対
象
の
刊
行
境
内
図
で

あ
る
。

2
）
刊
行
境
内
図
の
刻
記

刊
行
境
内
図
に
は
、
全
て
で
は
な
い
が
刻
記
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

絵
師
、
彫
師
（
刀
工
）、
版
元
、
刊
行
年
、
作
画
年
な
ど
の
情
報
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
全
て
が
揃
う
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
、
刊
行
年
や

作
画
年
を
知
る
こ
と
は
境
内
図
出
版
の
背
景
や
描
か
れ
た
寺
社
の
景
観

年
代
を
理
解
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
。

①
絵
師
・
彫
師
・
版
元

近
世
の
絵
師24

）は
朝
廷
や
諸
大
名
の
御
用
を
務
め
た
御
用
絵
師
と
一
般

の
町
絵
師
に
分
類
さ
れ
、
こ
の
う
ち
御
用
絵
師
は
宮
中
御
用
の
土
佐
派

と
将
軍
家
・
大
名
家
の
御
用
を
務
め
た
狩
野
派
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

分
析
対
象
の
刊
行
境
内
図
の
中
で
御
用
絵
師
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
の
は
三
人
と
そ
の
数
は
少
な
い
。
一
人
は
宮
中
御
用
の
原
派
三
代
目

原
在
照
（
慶
應
№
9
）
で
あ
り
、
次
に
大
坂
で
活
動
し
た
円
山
派
の
町

絵
師
で
肥
後
細
川
家
の
御
用
絵
師
を
務
め
た
森
一
鳳
（
慶
應
№
7
）、

そ
し
て
町
絵
師
か
ら
蔵
人
所
衆
岡
田
家
の
養
嗣
子
に
な
っ
た
冷
泉
為
恭

（
池
田
№
11
）
も
御
用
絵
師
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
刊
行
境
内
図
の
作
画
の
大
半
は
町
絵
師
の
手
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
町
絵
師
の
中
で
も
と
り
わ
け
京
都
円
山
派

の
絵
師
が
多
く
、
な
か
に
は
梅
川
東
南
（
慶
應
№
1
・
池
田
№
21
）
と

東
挙
（
東
居
、
池
田
№
4
）
の
よ
う
に
師
弟
で
刊
行
境
内
図
に
携
わ
る

絵
師
も
あ
っ
た
。
東
南
は
御
幸
町
通
四
条
下
ル
に
居
住25

）し
、
他
に
嵯
峨

の
清
凉
寺
の
刊
行
境
内
図
の
絵
を
担
当
し
て
い
る26

）。
ま
た
弟
子
の
東
挙27

）

は
、
川
部
玉
園
（
慶
應
№
20
）・
四
方
春
翠
（
池
田
№
9
）、
歌
川
北

水
・
歌
川
国
員
と
共
同
し
て
幕
末
期
に
『
都
百
景28

）』
を
作
成
し
て
い
る
。

彫
師
は
、
図
中
で
は
「
刀
工
」
や
「
版
木
師
」
な
ど
と
も
記
さ
れ
る
。

彫
師
を
記
す
刊
行
境
内
図
の
数
は
絵
師
に
比
べ
て
さ
ら
に
少
な
く
、
重

複
す
る
も
の
を
除
い
て
五
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
高

台
寺
と
若
王
子
社
の
図
に
携
わ
っ
た
井
上
治
兵
衛
（
慶
應
№
8
・
9
）

は
著
名
な
彫
師
で
、
室
町
通
下
立
売
北
に
居
住
し
た
こ
と
が
文
化
一
三

一
八
一
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（
一
八
三
〇
）
年
版
『
平
安
人
物
志29

）』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

刊
行
境
内
図
の
版
元
は
図
中
で
は
「
板
元
」
や
「
書
林
」
な
ど
と
も

記
さ
れ
る
。
確
認
さ
れ
た
例
を
み
る
と
万
福
寺
の
「
宇
治
黄
檗
門
前

大
田
太
兵
衛
板
」（
慶
應
№
12
・
池
田
№
17
）、
北
野
天
満
宮
の
「
京
都

北
野
西
今
小
路
町

御
墨
筆
硯
所

三
宅
清
兵
衛
蔵
版
」（
慶
應
№
14
）、

東
本
願
寺
の
「
書
林

御
寺
内

海
運
堂
新
版
」（
慶
應
№
18
）、
そ
れ
に

清
水
寺
の
「
板
元

山
本
五
郎
兵
衛
」（
慶
應
№
4
・
池
田
№
3
）
の
よ

う
に
寺
社
の
門
前
や
寺
内
町
な
ど
に
住
む
版
元
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
三
宅
清
兵
衛
は
屋
号
が
「
文
玉
堂
」
で
あ

り
、
北
野
天
満
宮
の
許
可
を
得
て
参
詣
者
向
け
に
名
物
の
梅
干
し
を
宣

伝
す
る
引
札
を
発
行
し
て
い
る30

）。
ま
た
、
山
本
五
郎
兵
衛
の
屋
号
は

「
丸
屋
」
と
言
い
、
清
水
門
前
二
丁
目
に
店
を
構
え
る
版
元
で
、
書
中

に
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
の
記
載
を
も
つ
『
音
羽
山
清
水
寺
縁
起

堂
塔
社
祠
細
記
』
を
刊
行
し
て
い
る31

）。
い
ず
れ
も
、
対
象
と
な
る
寺

社
と
版
元
と
の
結
び
付
き
が
窺
え
る
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、「
文
染

堂
」（
慶
應
№
17
）
や
「
海
運
堂
」（
慶
應
№
18
）
な
ど
屋
号
の
み
の
場

合
も
あ
り
、
ま
た
記
載
の
な
い
も
の
も
多
い
と
い
う
事
情
か
ら
版
元
名

を
手
掛
か
り
に
刊
行
境
内
図
の
出
版
状
況
を
探
る
こ
と
は
難
し
い
。

②
刊
行
年
・
作
画
年
・
景
観
年
代

表
1
・
表
2
で
み
る
限
り
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
刊
行
境

内
図
の
中
に
は
刊
行
年
や
作
画
年
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
刊
行
年
は
、

「
弘
化
四
年
刻
」（
慶
應
№
4
・
池
田
№
3
）、「
古
板
磨
滅

再
版
寛

政
十
三
辛
酉
年
改
」（
慶
應
№
10
）、「
天
保
三
辰
三
月
再
刻
」（
慶
應

№
17
）
や
「
寛
政
十
年
戊
午
春
再
板
御
免
」（
慶
應
№
18
）
で
あ
り
、

作
画
年
は
「
弘
化
丁
未
孟
春

真
景

近
江
介
原
在
照
」（
慶
應

№
9
）、「
画
師
高
宮
永
寿
八
十
一
歳
書
」（
慶
應
№
10
）、「
慶
應
戊
辰

仲
夏
寫

梅
嶺
幸
直
豊
」（
慶
應
№
15
・
池
田
№
7
）
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
刊
行
年
の
記
載
に
は
刻
・
再
刻
・
再
版
（
再
板
）
の
区
別
が
あ
る
。

刻
は
、
刊
行
年
が
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
年
の
刊
行
と
考
え
て
よ

い
。
し
か
し
、
再
刻
・
再
版
（
再
板
）
は
刊
行
年
と
作
画
年
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
再
刻
・
再
版
（
再
板
）
に
際
し
て
情
報

が
改
め
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
た
め
刊
行
年
の
境
内
の
状
況
を
描
い
た

も
の
か
ど
う
か
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、「
東
山
大
仏
殿
之
図
」（
慶
應
№
17
、
図
1
）
に
は
、「
天

保
三
辰
三
月
再
刻
」
の
記
載
が
あ
り
、「
大
仏
御
殿
御
印
」
の
押
印
が

あ
る
。
こ
こ
か
ら
こ
の
図
は
方
広
寺
の
許
可
を
得
て
再
刻
・
刊
行
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
花
洛

中
村
有
楽
斎
書
図
」・「
弘
所
瑞

錦
堂
」・「
板
元
文
染
堂
」
の
刻
記
か
ら
、
絵
師
は
京
都
の
中
村
有
楽
斎
、

版
元
は
文
染
堂
、
弘
所
（
売
弘
所
）
は
瑞
錦
堂
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
瑞
錦
堂
は
三
条
通
寺
町
に
店
を
構
え
て
い
る32

）こ
と
か
ら
境
内
地
以

外
で
も
販
売
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

方
広
寺
の
境
内
を
見
る
と
、
大
仏
殿
・
仁
王
門
・
三
十
三
間
堂
、
そ

一
八
二



れ
に
方
広
寺
住
職
を
兼
務
し
た
妙
法
院
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
方
広
寺
大
仏
殿
と
仁
王
門
は
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年
の
雷
火

で
焼
失33

）し
て
い
る
。
焼
失
し
た
像
に
代
わ
っ
て
木
造
半
身
大
仏
が
完
成

す
る
の
は
「
東
山
大
仏
殿
之
図
」
の
刊
行
か
ら
四
年
後
の
天
保
一
四

（
一
八
四
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
東
山
大
仏
殿
之
図
」

刊
行
の
年
に
は
大
仏
殿
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
図
の
内
容
と
実
態
と
が

一
致
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
刻
記
に
は
「
此

図
ハ
仏
殿
楼
門
全
備
の
体
相
也
。
其
壮
観
を
志
ら
ざ
る
人
ハ
此
図
を
以

て
今
を
眺
め
、
い
に
し
へ
を
は
か
り
知
る
べ
し
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
仏
殿
や
仁
王
門
の
焼
け
跡
を
前
に
し
て
本
図
を
眺

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
は
失
わ
れ
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
往
時

の
大
仏
殿
や
仁
王
門
の
景
観
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
再
刻
・
刊
行
の
目
的

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
の
実
際
の
景
観

を
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い34

）。
こ
う
し
た
点
は
、
同
時
代
性
や

正
確
性
と
は
異
な
る
点
に
重
き
を
置
い
た
刊
行
境
内
図
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

刊
行
年
や
作
画
年
の
刻
記
が
無
い
な
か
で
、
刊
行
境
内
図
の
景
観
年

代
あ
る
い
は
作
画
時
期
を
知
る
手
掛
か
り
は
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
一
つ

は
絵
師
の
活
動
時
期
か
ら
推
定
す
る
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
描
か
れ
て

い
る
境
内
地
の
景
観
か
ら
推
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
前
者
の
事
例
と
し

て
、
冷
泉
為
恭
が
作
画
し
た
知
恩
院
の
刊
行
境
内
図
（
池
田
№
11
）
を

図１ 「東山大仏殿之図」 ※『江戸時代の寺社境内絵図』補遺編 所収。
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検
討
し
て
み
よ
う
。
図
の
左
上
隅
に
記
載
さ
れ
た
「
勅
修
絵
詞
傳
新

筆
者

蔵
人
所
衆
正
六
位
下
式
部
省
大
録

菅
原
朝
臣
為
恭

之
」
の

う
ち
、「
勅
修
絵
詞
傳
新

筆
者
」
と
は
為
恭
が
知
恩
院
の
『
法
然
上

人
行
状
絵
図
』（
勅
修
御
伝
・
48
巻
）
の
模
写35

）
を
行
い
、
既
に
終
了
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
模
写
が
終
わ
っ
た
の
は
嘉
永
六
（
一
八

五
三
）
年
で
あ
る
。
ま
た
、「
正
六
位
下
式
部
省
大
録
」
と
自
ら
の
官

位
・
官
職
を
記
載
し
て
い
る
が
、
為
恭
は
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
六

月
に
正
六
位
下
式
部
大
録
に
任
じ
ら
れ
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
一

月
に
式
部
少
丞
に
転
じ
て
い
る36

）。
し
た
が
っ
て
、
知
恩
院
の
刊
行
境
内

図
は
嘉
永
六
年
か
ら
安
政
二
年
一
月
ま
で
の
作
画
と
な
る
。

知
恩
院
の
塔
頭
群
は
黒
門
と
表
門
を
結
ぶ
道
路
（
現
、
華
頂
道
）
の

両
側
に
甍
を
連
ね
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
は
現
在
の
景
観
と

は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
三
門
と
新
門
（
図
中
の
山
門
と
大

門
）
間
の
知
恩
院
道
（
桜
馬
場
）
の
北
に
も
塔
頭
が
並
ん
で
い
る
。
知

恩
院
で
は
、
幕
末
期
か
ら
近
代
・
現
代
へ
と
時
代
が
推
移
す
る
な
か
で

塔
頭
の
数
と
位
置
に
変
化
が
生
じ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
冷
泉
為
恭
の

作
画
し
た
幕
末
期
に
絞
っ
て
塔
頭
の
異
動
を
み
る
と
、
現
在
は
知
恩
院

三
門
前
・
北
側
に
位
置
す
る
光
玄
院
が
こ
の
時
期
に
黒
門
・
表
門
間
の

道
路
北
側
（
先
求
院
西
隣
）
か
ら
山
門
前
桜
馬
場
南
側
へ
移
り
、
そ
の

後
暫
く
し
て
現
在
の
寺
地
へ
と
再
度
移
転
し
た37

）。
こ
の
う
ち
最
初
の
移

転
地
に
光
玄
院
が
移
っ
た
の
は
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
五
月
で
あ
り
、

隣
接
す
る
知
恩
院
宮
の
「
御
境
内
御
狭
小
」
に
よ
る
宮
御
殿
の
増
地
に

伴
う
も
の
で
あ
っ
た
（
図
2
）。
図
中
の
光
玄
院
は
こ
の
位
置
に
描
か

れ
て
い
る
。
光
玄
院
は
再
び
寺
地
を
移
転
す
る
安
政
四
（
一
八
五
八
）

年
ま
で
の
一
二
年
間
こ
の
地
（
図
2

Ｂ
）
に
所
在
し
て
お
り
、
推
定

し
た
作
画
年
の
嘉
永
六
年
は
こ
の
一
二
年
の
間
に
入
る38

）。

図２ 知恩院境内地における光玄院寺地の変遷
※『知恩院史』掲載図をもとに筆者作成。
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次
に
、
絵
師
に
関
す
る
刻
記
を
も
つ
も
の
の
、
絵
師
の
生
没
年
や
活

動
時
期
な
ど
詳
細
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
記
載
さ
れ
た
境
内
地
の
景
観

年
代
か
ら
作
画
の
時
期
を
推
定
す
る
場
合
を
考
え
て
み
る
。
取
り
上
げ

る
の
は
、
東
福
寺
の
刊
行
境
内
図
（
池
田
№
12
）
で
あ
り
、
図
中
の
右

下
隅
に
「
梅
斎
郁
謹
画
」
と
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
こ
の
人
物
に
関
す

る
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

近
世
後
期
か
ら
近
代
初
期
の
東
福
寺
に
お
い
て
、
景
観
年
代
を
推
定

す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
一
つ
の
出
来
事
は
明
治
一
四
（
一
八
八

一
）
年
一
二
月
に
発
生
し
た
火
災
に
伴
う
仏
殿
・
法
堂
・
方
丈
・
庫
裡

の
焼
失
で
あ
る
。
現
存
す
る
東
福
寺
の
本
堂
は
焼
失
の
後
、
大
正
六

（
一
九
一
七
）
年
か
ら
再
建
に
着
手
し
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に

落
成
し
た
仏
殿
兼
法
堂
で
あ
る
。
図
で
は
「
佛
殿
」
と
「
法
堂
」
が

別
々
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
景
観
年
代
が
明
治
一
四
年
を
下
る
こ
と

は
な
い
（
図
3
）。
そ
こ
で
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
一
四
年
ま
で
の
東

福
寺
境
内
地
の
変
化
を
『
東
福
寺
誌39

）』
か
ら
纏
め
て
み
た
（
表
3
）。

こ
れ
を
見
る
と
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
一
〇
月
に
塔
頭
の
東
光
寺

の
堂
舎
を
長
慶
院
に
譲
与
し
、
同
寺
を
曹
渓
院
と
合
併
し
て
東
光
寺
が

廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
図
中
に
東
光
寺
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明

治
元
年
以
前
の
境
内
地
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
天
保

一
四
（
一
八
四
三
）
年
に
桂
昌
院
が
現
在
地
に
当
た
る
南
昌
院
跡
地
に

移
転
し
て
い
る
が
、
図
中
に
南
昌
院
は
描
か
れ
て
い
る
。
文
政
一
一

図３ 東福寺の刊行境内図 （部分）
※『池田遙邨氏旧蔵京都関係絵図類』，京都府立総合資料館所蔵。

一
八
五

刊
行
境
内
図
の
資
料
的
価
値
と
問
題
点



（
一
八
二
八
）
年
七
月
に
は
荘
厳
院
が
全
焼
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
ち

ら
も
図
中
に
確
認
さ
れ
る
た
め
、
本
図
の
景
観
年
代
は
文
政
一
一
年
を

遡
ら
な
い
。
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
に
は
一
条
忠
良
に
よ
っ
て
開
山

堂
な
ど
か
ら
な
る
常
楽
庵
が
再
建
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
四
年
前
の
文

政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
焼
失
し
た
こ
と
に
よ
る
。
再
建
に
当
た
り
忠

良
が
常
楽
庵
楼
門
の
額
を
揮
毫
し
て
お
り
、
図
左
端
の
刻
記
に
は
「
楼

門

額
万
年
山
左
大
臣
忠
良
公
御
筆
」
と
あ
る
た
め
図
中
の
常
楽
庵
は

再
建
後
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
総
合
し
て
、
東
福
寺
の
刊
行
境

内
図
の
景
観
年
代
は
文
政
六
年
以
降
・
文
政
一
一
年
以
前
と
な
り
、
常

楽
庵
全
域
の
竣
工
が
文
政
九
（
一
八
二
五
）
年
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
文
政
九
年
か
ら
文
政
一
一
年
の
間
に
絞
る
こ
と
が

で
き
る
。

3
）
刊
行
境
内
図
の
構
図
と
名
所
図
会

刊
行
境
内
図
で
用
い
ら
れ
た
鳥
瞰
的
あ
る
い
は
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら

の
描
写
は
、
日
本
絵
画
の
な
か
で
長
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
近
世
の

京
都
で
刊
行
さ
れ
た
洛
中
洛
外
の
絵
図
に
限
っ
て
み
て
も
、
一
七
世
紀

前
半
に
は
寺
社
の
鳥
瞰
的
図
像
が
地
理
的
な
位
置
関
係
を
明
示
し
な
い

ま
ま
挿
入
さ
れ
始
め
、
一
七
世
紀
末
に
な
る
と
京
都
近
郊
が
有
名
寺
社

を
含
め
て
鳥
瞰
的
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
平
面
図
の
境
内

図
が
、
堂
舎
・
社
殿
の
配
置
は
正
確
に
描
く
も
の
の
、
地
上
に
建
つ
建

物
の
形
態
や
植
栽
さ
れ
て
い
る
樹
木
な
ど
の
視
覚
的
景
観
を
描
写
の
対

象
と
し
な
い
の
に
対
し
て
、
鳥
瞰
的
（
俯
瞰
的
）
視
点
か
ら
描
か
れ
た

刊
行
境
内
図
は
境
内
地
に
建
つ
堂
舎
・
社
殿
な
ど
の
諸
施
設
や
樹
木
・

燈
籠
な
ど
を
立
体
的
か
つ
絵
画
的
に
描
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
視
覚
的

景
観
を
効
果
的
に
描
き
込
む
た
め
に
、
刊
行
境
内
図
で
も
伝
統
的
な
順

表３ 東福寺における境内主域の変化

年
月 境内の出来事

和暦 西暦

寛政12 1800 ― 願成寺が阿保町より現在地に移転。

文化４ 1807 ― 一華院創建。

文政２ 1819 ― 開山堂などで構成される常楽庵が焼失。

文政６
～

文政７

1823
～
1824

―
一条忠良によって開山堂・昭堂、塔司
寮、庫裏が再建。

文政９ 1826 ― 常楽庵の全域が竣工。

文政11 1828 7 荘厳院が全焼。

天保14 1843 ― 桂昌院が現在地（南昌院跡地）に移転。

明治元 1868 10
東光寺の堂宇を長慶院に譲与し、同寺
を曹渓院と合併。東光寺は廃寺。

明治14 1881 12 仏殿・法堂・方丈・庫裡を焼失。

※白石虎月編（1979）『東福寺誌』，思文閣出版 より作成。
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勝
手
・
逆
勝
手
の
構
図
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

刊
行
境
内
図
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
正
確
に
言
え
ば
寺
社
の
境

内
と
そ
の
周
辺
地
域
で
あ
る
。
図
の
主
題
は
も
ち
ろ
ん
前
者
に
あ
り
、

そ
の
意
味
で
後
者
は
付
随
的
な
情
報
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
後
者
は

寺
社
境
内
の
、
あ
る
い
は
境
内
か
ら
の
地
理
的
位
置
関
係
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
。
筆
者
が
刊
行
境
内
図
を
地
図
（
絵
図
）
と
み
な
す
の
は
、

境
内
に
お
け
る
堂
舎
・
社
殿
の
配
置
（
位
置
関
係
）
の
描
写
だ
け
で
な

く
、
寺
社
と
周
辺
地
域
と
の
地
理
的
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。寺

社
と
周
辺
地
域
と
の
地
理
的
関
係
を
示
す
上
で
重
要
な
点
は
、
寺

社
へ
の
参
詣
路
と
寺
社
境
内
へ
の
入
口
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
鳥

瞰
図
で
は
、
利
用
者
の
視
点
は
常
に
描
写
対
象
の
斜
め
上
空
に
想
定
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
寺
社
へ
の
参
詣
路
と
寺
社
境
内
へ
の
入
口

は
、
順
勝
手
・
逆
勝
手
に
関
わ
り
な
く
、
図
の
下
辺
に
描
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
順
勝
手
の
図
で
は
右
下
に
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ

く
、
基
本
的
に
は
近
隣
の
近
景
が
描
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
境
内
の
左

側
に
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
、
下
か
ら
順
に
近
景
・
中
景
・
遠
景

の
順
で
比
較
的
多
く
の
情
報
が
掲
載
可
能
に
な
る
。
逆
勝
手
の
図
に
な

る
と
左
下
に
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
、
右
側
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
、

両
者
で
情
報
量
が
異
な
る
。
境
内
を
描
く
際
に
順
勝
手
・
逆
勝
手
の
選

択
が
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
行
わ
れ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
し

か
し
寺
社
と
周
辺
地
域
と
の
地
理
的
関
係
を
示
す
上
で
は
大
き
く
取
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
描
か
れ
る
も
の
が
重
要
に
な
ろ
う
。
先
述
の
東
福
寺

の
刊
行
境
内
図
の
場
合
、
境
内
中
心
部
か
ら
左
下
に
向
か
っ
て
参
道
が

三
本
伸
び
て
お
り
、
参
道
と
主
要
な
街
道
で
あ
る
「
伏
見
街
道
」
の
交

差
す
る
点
に
は
「
北
門
」「
中
門
」「
南
門
」
が
描
か
れ
、
図
の
左
側
に

生
じ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
縁
起
や
境
内
の
主
な
施
設
の
情
報
が
記
さ
れ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
考
慮
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、『
都
名

所
図
会40

）』
を
嚆
矢
と
す
る
名
所
図
会
類
に
掲
載
さ
れ
た
図
版
と
の
構
図

的
な
類
似
性
で
あ
る
。
清
水
寺
の
刊
行
境
内
図
（
池
田
№
23
・
慶
應

№
4
）
の
構
図
と
『
都
名
所
図
会
』
の
清
水
寺41

）を
見
て
み
よ
う
。
両
図

の
描
写
範
囲
は
、
ど
ち
ら
も
仁
王
門
前
の
泰
産
寺
子
安
塔
か
ら
奥
之
院

や
音
羽
滝
付
近
ま
で
で
、
本
堂
と
舞
台
の
あ
る
境
内
中
心
部
を
南
西
上

空
か
ら
眺
め
た
よ
う
に
描
き
、
背
後
に
音
羽
山
、
境
内
の
北
と
南
に
は

雲
を
配
置
し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
（
図
4
）。
同
様
の
例
は
、

天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
再
刻
さ
れ
た
方
広
寺
の
刊
行
境
内
図
（
慶

應
№
17
）
で
も
確
認
さ
れ
、
本
図
の
下
半
分
に
描
か
れ
る
方
広
寺
大
仏

殿
と
三
十
三
間
堂
の
描
写
は
『
都
名
所
図
会
』
の
「
大
仏
殿
」「
蓮
華

王
院

三
十
三
間
堂42

）」
の
図
と
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
都
名
所
図
会
』
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
刊
行
境
内

図
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
背
景
に
は
そ
れ
ら
に
先
行
し
、
参
照
さ
れ
た

一
八
七

刊
行
境
内
図
の
資
料
的
価
値
と
問
題
点



図４ 清水寺の刊行境内図（上）と『都名所図会』の「音羽山清水寺」（下）
※上図…『江戸時代の寺社境内絵図』上 所収。

下図…『都名所図会』（『新修京都叢書』6） 所収。
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図
が
存
在
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る43

）。

今
回
の
検
討
で
対
象
と
し
た
刊
行
境
内
図
の
な
か
で
最
も
古
い
刊
行

年
は
、
東
本
願
寺
の
刊
行
境
内
図
（
慶
應
№
18
）
の
寛
政
一
〇
（
一
七

九
八
）
年
で
あ
る
。
こ
の
刊
行
境
内
図
は
『
都
名
所
図
会
』
の
刊
行
さ

れ
た
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
よ
り
後
年
の
も
の
で
あ
る
が
、「
再
刻
」

と
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
前
に
同
寺
の
境
内
図
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
図
で
興
味
深
い
こ
と
は
『
都
名
所
図
会
』
の
図

版
と
は
全
く
異
な
る
描
写
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
東
本
願
寺
の
刊

行
境
内
図
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
最
古
の
図
は
「
宝
暦
十

一
年
辛
巳
正
月
吉
日

京
ふ
や
町
せ
い
か
ん
し
通
下
町

八
文
字
屋
八

左
衛
門
板
元
」
の
刻
記
を
も
つ
「
京
都
東
六
條

本
願
寺
御
大
絵
図
新

改
正
」
で
あ
る44

）。
全
体
的
に
言
え
ば
東
本
願
寺
境
内
を
鳥
瞰
的
視
点
で

逆
勝
手
に
描
い
て
い
る
が
、
一
部
に
正
面
方
向
で
描
く
部
分
が
あ
り
、

鳥
瞰
図
と
し
て
は
完
成
し
て
い
な
い
。
ま
た
、「
新
改
正
」
の
記
載
は

先
行
す
る
境
内
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
図
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）

年
と
『
都
名
所
図
会
』
刊
行
以
前
の
鳥
瞰
的
（
俯
瞰
的
）
な
刊
行
境
内

図
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
宝
暦
期
は
森
幸
安
が
活
発
に
寺
社
境
内
地
図

を
作
成
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
森
幸
安
に
よ
る
宝
暦
五
（
一
七
五

五
）
年
の
「
東
本
願
寺
之
地
図45

）」
も
逆
勝
手
で
、
大
門
・
本
堂
（
御
影

堂
）・
阿
弥
陀
堂
な
ど
を
正
面
か
ら
描
い
て
い
る
こ
と
な
ど
の
共
通
点

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
森
幸
安
の
図
が
刊
行
境
内
図
の
原
図
で

あ
っ
た
と
は
直
ち
に
は
言
え
な
い
が
、
刊
行
境
内
図
そ
の
も
の
は
『
都

名
所
図
会
』
の
刊
行
以
前
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
八
世

紀
の
刊
行
境
内
図
は
確
認
例
が
少
な
い
た
め
今
後
の
検
討
を
必
要
と
す

る
が
、
現
時
点
で
は
一
八
世
紀
中
頃
か
ら
刊
行
境
内
図
の
出
版
が
始
ま

り
、『
都
名
所
図
会
』
の
刊
行
後
に
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
て
お
き
た
い
。

四

刊
行
境
内
図
に
み
る
寺
社
境
内
地

｜
北
野
天
満
宮
を
事
例
に

1
）
北
野
天
満
宮
の
刊
行
境
内
図

本
章
で
は
、
前
章
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
点
を
念
頭
に
置
き
、
近
世

後
期
に
出
版
さ
れ
た
北
野
天
満
宮
の
刊
行
境
内
図
を
用
い
て
同
社
の
境

内
地
の
状
況
を
復
原
す
る
こ
と
で
、
個
別
の
寺
社
境
内
地
を
研
究
す
る

際
の
刊
行
境
内
図
の
資
料
性
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

北
野
天
満
宮
の
刊
行
境
内
図
は
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
四
点
確

認
さ
れ
る
。

一
点
目
は
「
北
野
天
満
宮
御
境
内
図
」（
慶
應
№
14
）
で
あ
り
、
絵

師
に
関
す
る
刻
記
は
「
速
水
春
暁
斎
遺
図

森
川
保
之
補
図
」
と
あ
る

（
図
5
・
上
）。
速
水
は
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
七
月
に
没
し
て
お

一
八
九

刊
行
境
内
図
の
資
料
的
価
値
と
問
題
点



図５ 「北野天満宮御境内図」
※上図…『江戸時代の寺社境内絵図』補遺編 所収，下図…個人蔵。
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り
、
森
川
は
文
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
活
動
し
た
京
都
の
町
絵
師

で
あ
る46

）。
他
の
刻
記
で
は
彫
師
が
「
京
師

岡
田
茂
兵
衛
刀
」
と
あ
り
、

「
京
都
北
野
西
今
小
路
町

御
墨
筆
硯
所

三
宅
清
兵
衛
蔵
版
」「
製
本

所
書
林

野
田
儀
兵
衛
発
行
」
と
版
元
な
ど
の
情
報
が
記
さ
れ
、
北
野

天
満
宮
境
内
地
の
西
小
路
町
で
墨
・
筆
・
硯
を
商
う
文
玉
堂
・
三
宅
清

兵
衛
の
所
蔵
す
る
版
木
を
用
い
て
、
野
田
儀
兵
衛
の
所
か
ら
刊
行
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
境
内
の
景
観
を
確
認
す
る
と
、「
北
野

天
満
宮
御
境
内
図
」
に
は
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
の
「
北
野
天
満

宮
社
頭
図47

）」
に
記
さ
れ
る
中
門
内
の
四
座
（
白
太
夫
社
・
火
之
御
子

社
・
福
部
社
・
老
松
社
）
の
祠
の
う
ち
白
太
夫
社
・
火
之
御
子
社
だ
け

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
図
の
景
観
年
代
は
天
保
一

〇
年
以
前
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

二
点
目
は
一
点
目
と
同
名
の
図48

）で
絵
師
は
同
じ
で
あ
る
が
、
本
図
の

版
元
は
「
二
条
小
川
東
ヘ
入
町

近
江
屋
孫
兵
衛
」「
高
倉
佛
光
寺
上
ル

町

丸
屋
善
三
郎
」「
二
条
柳
馬
場
東
ヘ
入
町

野
田
藤
八
郎
」
の
三
名

で
、
一
点
目
と
は
異
な
っ
て
い
る
（
図
5
・
下
）。
ま
た
、
描
か
れ
た

境
内
の
様
子
が
異
な
っ
て
い
る
。
本
図
で
は
境
内
の
本
殿
や
拝
殿
の
周

囲
な
ど
に
燈
明
皿
を
載
せ
る
棚
が
描
か
れ
、
ま
た
参
道
に
は
「
萬
」
な

ど
と
書
か
れ
た
幟
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
燈
明
棚
と
幟
の
描
写
か
ら
、

本
図
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
開
催
さ
れ
た
菅
原
道
真
没
後
九
五

〇
遠
忌
の
万
燈
会
の
様
子
を
描
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
法
要
に

関
連
し
て
刊
行
さ
れ
た
図
が
三
点
目
の
「
北
野
天
満
宮
御
社
之
図49

）」
で

あ
り
、
二
月
朔
日
か
ら
二
五
日
ま
で
催
さ
れ
た
萬
燈
会
の
情
報
を
載
せ

て
い
る
。
絵
師
の
刻
記
は
「
岡
田
春
燈
斎
」
と
あ
り
、
岡
田
は
京
都
の

銅
版
画
家
で
幕
末
期
に
各
地
の
名
所
図
を
作
成
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

な
お
、
本
図
の
描
写
は
境
内
の
み
で
、
周
辺
地
域
の
記
載
は
な
い
。

四
点
目
は
「
北
野
天
満
宮
御
境
内
之
図50

）」
で
あ
り
、
版
元
は
「
平
安

清
水
九
文
堂
梓
」
と
記
さ
れ
る
。
描
写
範
囲
や
社
殿
の
向
き
な
ど
の
点

で
他
の
図
と
異
な
る
点
が
多
く
見
ら
れ
、
前
三
者
で
は
中
門
の
北
側
に

白
太
夫
社
と
並
立
し
て
描
か
れ
て
い
た
火
之
御
子
社
が
白
太
夫
社
北
隣

で
は
な
く
、
本
殿
西
側
に
あ
っ
た
朝
日
寺
の
北
隣
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
図
は
前
三
者
よ
り
景
観
年
代
が
古
い
と
推
察
さ
れ

る
。以

上
の
北
野
天
満
宮
に
関
す
る
四
点
の
刊
行
境
内
図
を
整
理
す
る
と
、

景
観
年
代
が
古
く
内
容
も
異
な
る
四
点
目
を
除
い
て
、
一
・
二
点
目
は

刊
行
の
時
期
や
内
容
は
異
な
る
も
の
の
図
名
・
絵
師
・
彫
師
に
つ
い
て

同
一
の
刻
記
を
も
ち
、
二
・
三
点
目
は
菅
原
道
真
の
九
五
〇
遠
忌
に
関

係
し
て
刊
行
さ
れ
た
図
と
な
る
。
一
・
二
点
目
の
「
新
版
御
免
」
の
表

記
は
、
旧
版
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
勘
案

す
る
と
ま
ず
速
水
春
暁
斎
が
作
画
を
担
当
し
た
「
北
野
天
満
宮
御
境
内

図
」
が
刊
行
さ
れ
、
三
宅
清
兵
衛
が
版
木
を
所
持
し
、
次
の
段
階
と
し

て
三
宅
の
版
木
を
も
と
に
森
川
保
之
が
加
筆
し
て
版
元
の
野
田
儀
兵
衛

一
九
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が
北
野
天
満
宮
か
ら
「
御

免
新
版
」
の
許
可
を
受
け

て
刊
行
し
た
図
が
一
点
目

で
あ
り
、
そ
の
後
、
嘉
永

五
（
一
八
五
二
）
年
の
菅

原
道
真
九
五
〇
遠
忌
の
万

燈
会
に
際
し
、
幟
や
燈
明

棚
な
ど
の
情
報
を
追
加
し

た
二
点
目
が
刊
行
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

な
お
、
二
・
三
点
目
は
こ

の
万
燈
会
に
関
連
し
て
刊

行
さ
れ
た
図
で
あ
り
、
大

規
模
な
催
事
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
み
れ
ば
、
他
に
も

同
様
の
境
内
図
が
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

2
）「
北
野
天
満
宮
御
境
内
図
」
に
み
る
境
内
地

図
7
は
『
都
名
所
図
会
』
掲
載
の
「
北
野
天
満
宮
」
図51

）で
あ
る
（
図

7
）。『
都
名
所
図
会
』
の
図
で
は
楼
門
内
側
の
境
内
中
心
部
を
大
き
く

描
き
、
右
下
隅
に
影
向
松
と
願
成
就
寺
を
配
置
し
た
逆
勝
手
の
構
図
で

図６ 「北野天満宮御境内図」の変遷
※B・Cは、前版を改変したもの。

図７ 『都名所図会』の「北野天満宮」図
※『都名所図会』（『新修京都叢書』6）所収。
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あ
る
。
但
し
、
図
右
上
に
生
じ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
僅
か
に
「
内
野
遊
女

町
」
と
注
記
し
た
家
屋
群
が
屋
根
形
で
描
か
れ
て
い
る
の
み
で
、
境
内

と
の
間
に
は
雲
を
配
置
し
て
距
離
感
が
失
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
者

の
関
心
は
境
内
の
建
物
配
置
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
参
詣
路
を
は
じ
め

と
す
る
周
辺
地
域
と
の
地
理
的
な
接
続
関
係
を
示
す
も
の
は
文
字
注
記

を
含
め
て
何
一
つ
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
四
種
の
北
野
天
満
宮
の
刊
行

境
内
図
の
中
で
最
も
古
い
「
北
野
天
満
宮
御
境
内
之
図
」
も
境
内
に
関

心
が
払
わ
れ
、
南
門
と
鳥
居
を
図
左
下
に
、「
御
本
社
」
と
記
す
本
殿

を
図
右
上
に
描
く
順
勝
手
の
構
図
で
あ
る
。
境
内
の
建
物
を
詳
細
に
描

く
一
方
、
周
辺
地
域
は
雲
で
覆
っ
て
全
く
描
い
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
点
目
の
「
北
野
天
満
宮
御
境
内
図
」（
以
下
、

「
御
境
内
図
」
と
表
記
）
で
は
本
殿
な
ど
の
建
つ
境
内
中
心
部
が
中
央

左
寄
り
に
描
か
れ
、
右
下
方
へ
向
け
て
参
道
が
伸
び
、
参
詣
者
の
起
点

と
な
る
影
向
松
と
願
成
就
寺
は
右
下
隅
に
位
置
し
、『
都
名
所
図
会
』

の
図
と
同
じ
逆
勝
手
の
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
（
前
掲
図
5
・
上
）。

ま
た
、
境
内
中
心
部
の
右
側
に
生
じ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
周
辺
地
域
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
南
北
に
長
い
敷
地
の
境
内
は
平
行
四
辺
形
に
描
か
れ

る
こ
と
で
奥
行
が
広
く
取
ら
れ
、「
御
本
社
」
や
「
拝
殿
」
を
は
じ
め

多
宝
塔
や
鐘
楼
か
ら
摂
社
・
末
社
、
そ
れ
に
燈
籠
・
樹
木
に
至
る
ま
で

絵
画
的
か
つ
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
楼
門
か
ら
鳥
居
を
経
て
影
向
松

へ
続
く
参
道
の
脇
に
は
「
東
向
観
音
」
や
「
経
王
堂
」「
山
名
氏
清
の

碑
」
と
付
さ
れ
た
願
成
就
寺
が
描
か
れ
て
い
る52

）。
こ
れ
ら
の
構
図
と
建

物
の
記
載
は
二
点
目
も
同
じ
で
あ
る
。

詳
細
な
境
内
中
心
部
の
描
写
に
対
し
て
、
周
辺
地
域
の
表
現
は
や
や

簡
略
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
場
所
に
よ
っ
て
違

い
が
見
ら
れ
る
。
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
境
内
東
隣
の
右
近
馬
場

通
で
あ
り
、
図
右
端
か
ら
境
内
と
平
行
に
道
路
・
並
木
・
家
屋
群
、
東

門
北
東
に
位
置
す
る
「
松
梅
院
」
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
近

世
の
北
野
天
満
宮
は
社
僧
が
祭
祀
を
務
め
て
お
り
、
別
当
職
の
曼
殊
院

門
跡
を
筆
頭
と
し
て
、
そ
の
下
に
祠
官
三
家
の
松
梅
院
・
徳
勝
院
・
妙

蔵
院
が
世
襲
で
祭
祀
を
司
り
、
な
か
で
も
松
梅
院
は
「
神
事
奉
行
」
職

や
公
文
職
を
務
め
て
い
た53

）。

さ
ら
に
家
屋
の
表
現
は
一
般
の
町
屋
と
社
僧
の
居
住
す
る
僧
坊
に
分

類
で
き
る
。
町
屋
は
平
入
り
の
厨
子
二
階
で
、
一
階
部
分
の
店
を
開
け

放
ち
、
店
先
に
床
几
を
置
く
も
の
が
見
ら
れ
る
。
東
門
向
か
い
側
の
町

屋
は
、
注
記
こ
そ
な
い
も
の
そ
の
位
置
か
ら
「
七
軒
茶
屋
」
あ
る
い
は

「
上
七
軒54

）」
と
呼
ば
れ
た
茶
屋
と
判
断
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
僧

坊
は
入
母
屋
造
の
松
梅
院
は
別
と
し
て
、
平
入
り
の
平
屋
造
で
描
か
れ

て
い
る
。
そ
の
描
き
方
に
も
二
通
り
が
あ
り
、
右
近
馬
場
と
東
門
前
で

交
わ
る
五
辻
通
・
今
出
川
通55

）沿
い
の
寺
院
は
道
路
に
面
し
て
門
と
塀
が

描
か
れ
、
建
物
は
町
屋
よ
り
高
く
描
か
れ
、
松
梅
院
以
北
や
境
内
北
側

の
寺
院
は
屋
根
形
の
み
が
描
か
れ
、
前
者
に
比
べ
て
表
現
は
簡
略
化
さ
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れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
僧
坊
は
祠
官
三
家
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

の
坊
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
社
僧
の
居
住
す
る
僧
坊
が
北
野
天
満
宮
を

参
詣
す
る
人
々
に
対
し
て
宿
坊
の
役
割
を
果
た
し
、
参
詣
時
の
世
話
か

ら
絵
馬
や
燈
籠
の
建
立
な
ど
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
北
野

天
満
宮
の
参
詣
者
に
と
っ
て
境
内
の
諸
施
設
と
同
じ
く
宿
坊
の
位
置
・

名
称
も
必
要
性
の
高
い
情
報
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
「
御
境
内
図
」
の
描
く
範
囲
で
あ
る
。
境

内
の
北
は
「
目
代
春
林
坊
」
と
「
玉
林
坊
」
ま
で
で
あ
り
、
雲
を
挟
ん

で
そ
の
左
に
描
か
れ
た
「
平
野
社
」
は
、
実
際
に
は
境
内
北
側
の
「
上

乗
坊
」
か
ら
御
土
居
と
紙
屋
川
を
越
え
て
西
へ
進
ん
だ
位
置
に
あ
る
た

め
、
近
隣
の
名
所
と
し
て
描
き
込
ま
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
南
で
は
図

の
右
下
隅
に
「
経
王
堂
」（
願
成
就
寺
）
が
描
か
れ
る
が
、
こ
の
地
は

概
ね
現
在
の
北
野
天
満
宮
交
差
点
の
北
側
に
当
た
る
。
こ
れ
に
対
し
て

右
下
の
「
大
将
軍
社
」
の
社
殿
と
鳥
居
は
北
野
経
王
堂
の
西
に
位
置
す

る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
大
将
軍
社
は
実
際
に
は
天
満
宮
か

ら
南
西
へ
約
二
〇
〇
ⅿ
の
地
点
に
所
在
し
て
い
る
。
大
将
軍
社
も
平
野

社
と
同
じ
く
北
野
天
満
宮
の
近
隣
の
名
所
で
あ
り
、
実
際
の
位
置
を
歪

め
て
図
中
に
描
き
込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

天
満
宮
の
東
に
は
、
Ｖ
字
形
の
二
本
の
道
路
と
そ
れ
に
沿
っ
て
家
形

が
描
か
れ
て
い
る
。
北
側
の
道
路
が
五
辻
通
、
南
側
が
今
出
川
通
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
東
の
西
陣
方
面
か
ら
北
野
天
満
宮
東
門
へ
至
る
参
詣
路

で
あ
る
。
五
辻
通
は
今
出
川
通
と
の
交
差
点
角
の
「
弁
天
」
か
ら
「
玉

庭
坊
」
な
ど
三
寺
が
描
か
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
先
は
省
略
さ
れ
、
今
出

川
通
は
図
右
端
の
「
金
山
天
王
寺
」
と
「
紅
梅
殿
」
ま
で
を
描
い
て
い

る
。
図
上
で
は
、
東
門
か
ら
右
近
馬
場
通
の
南
端
ま
で
の
距
離
と
同
程

度
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
地
図
上
で
計
測
す
る
と
実
際
は
ほ
ぼ

倍
の
距
離
、
つ
ま
り
東
門
か
ら
影
向
松
の
間
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
り
、
実

際
の
距
離
よ
り
縮
め
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
名
所
と
し
て
知
ら

れ
る
金
山
天
王
寺
と
菅
原
道
真
に
所
縁
の
あ
る
紅
梅
殿
を
図
中
に
描
き

込
む
た
め
の
措
置
で
あ
り
、『
都
名
所
図
会
』
に
よ
れ
ば
前
者
は
「
洛

陽
観
音
巡
の
其
一
ヶ
所
」
で
本
尊
の
如
意
輪
観
音
は
聖
徳
太
子
の
作
と

伝
わ
る56

）。
紅
梅
殿
は
菅
原
道
真
が
愛
し
た
飛
梅
を
祀
る
施
設
で
あ
り
、

『
都
名
所
図
会
』
で
は
金
山
天
王
寺
の
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

紅
梅
殿
は
文
政
年
間
（
一
八
一
八
〜
三
〇
）
に
境
内
中
心
部
へ
移
転57

）し
、

同
時
期
に
老
松
町
の
老
松
社
も
同
様
に
移
転
し
た
と
さ
れ
る58

）。
但
し
、

移
転
後
の
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
御
境
内
図
」

（
前
掲
図
5
・
下
）
は
九
五
〇
遠
忌
万
燈
会
の
幟
や
燈
明
棚
を
旧
版
に

埋
木
を
し
て
修
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
紅
梅
殿
は
旧
地
に
そ
の
ま
ま
描

か
れ
て
い
る
。

3
）
刊
行
境
内
図
に
描
か
れ
る
境
内
地

「
御
境
内
図
」
は
、
本
殿
な
ど
の
建
つ
境
内
を
大
き
く
描
き
、
そ
の
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周
囲
に
近
隣
の
寺
院
や
町
屋
敷
、
そ
れ
に
紅
梅
殿
な
ど
の
関
係
地
と
平

野
社
・
大
将
軍
社
・
金
山
天
王
寺
と
い
っ
た
周
辺
の
名
所
を
絵
画
的
に

描
い
て
い
た
。
図
中
に
は
境
内
の
社
殿
や
参
詣
者
の
世
話
を
し
た
宿
坊
、

そ
れ
に
境
内
の
内
外
に
あ
る
名
所
旧
跡
の
名
称
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
用
い
た
人
々
は
そ
の
場
所
に
関
す
る
知
識
が
無
く
て
も
刊

行
境
内
図
に
描
か
れ
た
境
内
と
そ
の
周
辺
を
見
る
こ
と
で
視
角
を
通
じ

て
直
感
的
に
こ
れ
を
理
解
し
て
、
参
詣
で
き
た
と
推
察
さ
れ
る
。
刊
行

境
内
図
の
絵
画
的
か
つ
詳
細
な
表
現
は
、
北
野
天
満
宮
が
「
境
内
」
と

し
て
支
配
し
た
土
地
、
す
な
わ
ち
境
内
地
の
管
理
な
ど
を
目
的
と
し
て

土
地
区
画
や
建
物
の
配
置
、
屋
敷
の
居
住
者
名
を
記
録
し
た
絵
図
に
は

見
ら
れ
な
い
点
で
あ
り
、
実
際
に
参
詣
者
が
利
用
し
た
刊
行
境
内
図
の

特
性
を
表
し
て
い
る
。

一
方
で
、
刊
行
境
内
図
を
通
し
て
認
識
さ
れ
る
境
内
と
は
鳥
居
や
門

と
い
っ
た
境
界
装
置
の
内
側
に
広
が
る
空
間
で
あ
り
、
そ
の
「
境
内
」

と
北
野
天
満
宮
が
支
配
す
る
「
境
内
」
の
範
囲
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。

享
保
初
年
の
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書59

）』
で
は
北
野
天
満
宮
境
内
地

と
隣
り
合
う
西
陣
の
範
囲
を
「
西
ハ
北
野
七
本
松
を
限
り
」
と
記
し
、

天
満
宮
が
支
配
す
る
境
内
地
の
東
の
境
界
が
七
本
松
通
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
明
治
初
年
に
作
成
さ
れ
た
「
北
野
社
域
図60

）」
を
見
る
と
、

五
辻
通
や
今
出
川
通
な
ど
の
七
本
松
通
を
西
に
入
っ
た
所
に
「
従
是
西

北
野
境
内
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
の
記

述
と
一
致
し
て
い
る
。「
御
境
内
図
」
の
東
端
に
描
か
れ
た
金
山
天
王

寺
と
紅
梅
殿
は
、「
北
野
社
域
図
」
で
は
金
山
天
王
寺
が
七
本
松
通
と

今
出
川
通
の
角
に
位
置
し
、
紅
梅
殿
が
金
山
天
王
寺
の
今
出
川
通
を
挟

ん
だ
向
か
い
側
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
御
境
内
図
」
の

東
端
は
北
野
天
満
宮
境
内
地
の
東
端
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
図
8
）。

図８ 「御境内図」の描写範囲と北野天満宮境内地の範囲
※平成15（2003）年修正１万分１地形図「太秦」に加筆。

AからFの範囲が前者、①から⑥が後者の範囲。
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北
へ
目
を
転
じ
る
と
、「
北
野
社
域
図
」
の
北
端
に
は
「
神
明
社
」

が
描
か
れ
、
目
代
の
春
林
坊
ま
で
を
描
く
「
御
境
内
図
」
と
は
一
致
し

な
い
。
次
に
南
端
で
あ
る
が
、「
北
野
社
域
図
」
で
は
境
内
の
南
に
続

い
て
馬
喰
町
の
町
屋
敷
と
西
雲
寺
な
ど
の
寺
院
、
そ
し
て
下
之
森
を
描

き
、
下
之
森
と
七
本
松
通
が
接
す
る
位
置
に
も
「
従
是
西

北
野
境
内
」

と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
御
境
内
図
」
の
南
端
は
周
辺
の
名

所
と
し
て
描
き
込
ま
れ
た
大
将
軍
社
を
除
け
ば
鳥
居
と
影
向
松
、
そ
れ

に
願
成
就
寺
ま
で
し
か
描
い
て
お
ら
ず
、
馬
喰
町
と
下
之
森
が
全
く
捨

象
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
下
之
森
の
北
に
位
置
し
、
七
本
松
通
か
ら

願
成
就
寺
へ
達
す
る
今
小
路
通
の
町
屋
敷
（
末
之
口
町
・
東
今
小
路

町
・
西
今
小
路
町
）
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
刊
行
境
内
図
に
描
か
れ
る
「
境
内
」
の
範
囲
と
実
際
に

寺
院
・
神
社
が
「
境
内
」
と
し
て
支
配
し
た
土
地
、
す
な
わ
ち
境
内
地

の
範
囲
の
差
異
は
、
北
野
天
満
宮
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
寺

社
の
刊
行
境
内
図
で
も
確
認
さ
れ
る
。
清
水
寺
の
刊
行
境
内
図
で
は
、

本
堂
や
舞
台
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
境
内
を
中
心
と
し
て
仁
王
門
前
の
泰

産
寺
か
ら
奥
之
院
ま
で
の
範
囲
を
描
い
て
い
る
が
、
実
際
に
は
清
水
寺

の
参
詣
路
で
あ
る
清
水
坂
・
五
条
坂
・
産
寧
坂
に
展
開
す
る
門
前
一
丁

目
か
ら
四
丁
目
な
ど
が
境
内
地61

）に
含
ま
れ
、
そ
の
全
体
を
描
く
絵
図62

）が

確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
鹿
苑
寺
の
刊
行
境
内
図
は
鹿
苑
寺
舎
利
殿
（
金

閣
）
や
庭
園
を
中
心
に
背
後
に
あ
る
衣
笠
山
な
ど
を
描
い
て
い
る
が
、

実
際
の
境
内
地
は
大
北
山
村
の
門
前
集
落
を
は
じ
め
紙
屋
川
以
北
の
向

野
や
山
間
部
の
原
之
壇
を
含
む
広
大
な
も
の63

）で
あ
り
、
刊
行
境
内
図
の

描
く
範
囲
と
実
際
に
寺
院
が
支
配
し
た
境
内
地
の
範
囲
は
一
致
し
な
い
。

「
北
野
社
域
図
」
は
そ
の
記
載
内
容
や
伝
来
の
経
緯
か
ら
北
野
天
満

宮
が
主
体
と
な
っ
て
作
成
し
た
境
内
図
と
み
ら
れ
る64

）が
、
そ
の
境
内
と

は
基
本
的
に
は
神
社
が
自
ら
支
配
・
管
理
す
る
土
地
そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
刊
行
境
内
図
は
参
詣
者
に
向
け
て
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
鳥
居
や
門
に
よ
っ
て
囲
い
込
ま
れ
た
境
内
と
は
信
仰
の
場
あ

る
い
は
参
詣
対
象
と
な
る
空
間
で
あ
る
。
作
成
・
利
用
の
主
体
、
そ
し

て
作
成
目
的
の
違
い
が
こ
う
し
た
異
な
る
境
内
の
認
識
を
生
み
出
し
た

と
言
え
よ
う
。

五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
近
世
の
京
都
で
出
版
さ
れ
た
寺
院
・
神
社
の
刊
行
境
内

図
の
有
す
る
資
料
的
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
上
で
刊
行
境
内
図

を
通
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
境
内
の
景
観
を
、
北
野
天
満
宮
境

内
地
を
事
例
に
考
察
し
て
き
た
。
得
ら
れ
た
知
見
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

刊
行
境
内
図
を
適
切
に
位
置
づ
け
た
絵
図
の
分
類
体
系
は
、
現

時
点
で
は
存
在
し
な
い
。

②

刊
行
境
内
図
は
構
図
の
点
で
『
都
名
所
図
会
』
と
類
似
す
る
が
、

一
八
世
紀
中
期
に
は
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
九
六



③

刊
行
境
内
図
に
は
境
内
が
立
体
的
か
つ
絵
画
的
に
描
か
れ
、
諸

建
築
の
様
子
や
施
設
の
名
称
、
門
前
集
落
や
近
隣
の
名
所
旧
跡
な

ど
が
記
載
さ
れ
、
寺
社
が
作
成
し
た
手
書
き
境
内
図
か
ら
は
得
ら

れ
な
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

刊
行
境
内
図
に
は
、
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
境
内
の

実
際
の
景
観
を
視
覚
的
に
表
現
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
失
わ
れ

た
景
観
を
図
に
と
ど
め
、
あ
る
べ
き
景
観
を
伝
え
よ
う
と
し
た
も

の
が
あ
る
。

⑤

刊
行
境
内
図
の
刻
記
の
分
析
を
通
し
て
刊
行
境
内
図
の
出
版
時

期
や
景
観
年
代
を
考
察
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
刊

行
年
の
記
さ
れ
た
図
は
少
な
く
、
作
画
年
あ
る
い
は
景
観
年
代
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑥

北
野
天
満
宮
を
は
じ
め
幾
つ
か
の
寺
社
で
は
、
寺
社
側
と
参
詣

者
側
で
境
内
の
範
囲
に
つ
い
て
認
識
に
差
が
生
じ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

上
記
の
う
ち
、
①
は
刊
行
境
内
図
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、

一
八
世
紀
中
期
の
刊
行
境
内
図
が
鳥
瞰
図
と
し
て
未
完
成
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
描
画
法
の
変
化
も
検
討
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
き
た

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
②
は
寺
社
境
内
地
を
景
観
的
に
捉
え
よ
う
と
し

た
と
き
、
刊
行
境
内
図
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
③
・

④
は
資
料
と
し
て
の
利
用
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
⑤
は
筆

者
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
寺
院
・
神
社
の
境
内
地
処
分
と
景
観

変
化
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
。

次
に
、
刊
行
境
内
図
が
出
版
さ
れ
て
い
た
同
時
代
の
同
種
の
資
料
で

あ
る
『
都
名
所
図
会
』
を
は
じ
め
と
す
る
名
所
図
会
類
と
の
比
較
・
検

討
で
あ
る
。
本
稿
で
は
構
図
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
が
、
刊
行
境
内
図

は
も
と
よ
り
名
所
図
会
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
こ
の
点
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
は
近
世
後
期
の
京
都
で
出
版
さ
れ
た
刊
行
境
内
図
の

み
を
扱
っ
た
が
、
全
国
各
地
で
刊
行
さ
れ
た
刊
行
境
内
図
に
は
言
及
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
が
所
蔵
す
る
刊
行
境
内

図
の
中
に
は
近
代
に
作
成
さ
れ
た
図
が
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
近
代
に

も
刊
行
境
内
図
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
調
査
と
近

世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
刊
行
境
内
図
の
変
化
に
ま
で
触
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
以
上
の
点
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
稿
を
終
え
る
。

付
記

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
史
料
の
閲
覧
に
際
し
て
京
都
府
立
総
合

資
料
館
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
佛
教
大
学
歴
史
学
部
の
渡
邊

秀
一
先
生
に
は
ご
指
導
と
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

註１
）

渡
邊
秀
一
・
木
村
大
輔
・
小
林
善
仁
・
藤
井
暁
（
二
〇
〇
七
）「
嵯

峨
諸
寺
門
前
地
の
近
代
的
変
容
に
関
す
る
予
備
的
考
察
」
佛
教
大
学
ア

一
九
七

刊
行
境
内
図
の
資
料
的
価
値
と
問
題
点



ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
紀
要
三
、
一
〜
五
九
頁
。
小
林
善
仁
（
二

〇
一
〇
）「
山
城
国
葛
野
郡
天
龍
寺
の
境
内
地
処
分
と
関
係
資
料
」
鷹

陵
史
学
三
六
、
一
〜
二
三
頁
。
同
（
二
〇
一
二
）「
近
代
初
頭
に
お
け

る
天
龍
寺
境
内
地
の
景
観
と
そ
の
変
化
」
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
二
、

二
三
〜
四
二
頁
。
同
（
二
〇
一
三
）「
北
野
天
満
宮
の
境
内
図
に
関
す

る
資
料
的
検
討
｜
「
北
野
社
域
図
」
を
事
例
に
｜
」
鹿
児
島
大
学
法
文

学
部
紀
要
人
文
学
科
論
集
七
七
、
一
九
〜
三
六
頁
。
同
（
二
〇
一
三
）

「
近
代
初
頭
に
お
け
る
京
都
近
郊
の
景
観
｜
鹿
苑
寺
境
内
地
と
大
北
山

村
を
事
例
に
｜
」（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
『
洛
中
周
辺
地

域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
所
収
）、
一
六
五
〜
一
九

〇
頁
。

２
）

白
石
克
（
一
九
八
五
）「
江
戸
時
代
の
相
州
〞
江
之
島
絵
図
（
刊
行

図
）〝」
斯
道
文
庫
論
集

二
一
、
二
九
七
〜
三
四
九
頁
。

３
）

白
石
克
（
一
九
九
〇
）『
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵

江
戸
時
代
の
寺

社
境
内
絵
図
（
一
枚
刷
）
上

関
西
』（
文
献
シ
リ
ー
ズ
№
19
）、
慶
應

義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
。
同
（
一
九
九
一
）『
慶
應
義
塾
図
書

館
所
蔵

江
戸
時
代
の
寺
社
境
内
絵
図
（
一
枚
刷
）
下

東
海
・
関

東
・
東
北
・
そ
の
他
』（
文
献
シ
リ
ー
ズ
№
20
）
慶
應
義
塾
大
学
三
田

情
報
セ
ン
タ
ー
。
同
（
一
九
九
七
）『
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵

江
戸

時
代
の
寺
社
境
内
絵
図
（
一
枚
刷
）
補
遺
編
』（
文
献
シ
リ
ー
ズ

№
25
）、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
。

４
）

師
橋
辰
夫
は
『
古
地
図
研
究
』
の
な
か
で
付
録
の
刊
行
境
内
図
に
解

説
を
付
し
て
い
る
。

５
）

禿
氏
祐
祥
編
（
一
九
四
二
）『
京
都
社
寺
境
内
版
画
集
』、
便
利
堂
。

６
）

矢
守
一
彦
（
一
九
八
四
）『
古
地
図
と
風
景
』、
筑
摩
書
房
、
五
九
頁
。

７
）

前
掲

３
）、『
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵

江
戸
時
代
の
寺
社
境
内
絵

図
（
一
枚
刷
）
上

関
西
』、
一
頁
。

８
）

前
掲

３
）。

９
）
『
池
田
遙
邨
氏
旧
蔵
京
都
関
係
絵
図
類
』、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所

蔵
。

10
）

景
山
春
樹
（
一
九
六
八
）「
古
絵
図
概
説
」（『
古
絵
図

特
別
展
覧
会

図
録
』
所
収
）、
京
都
国
立
博
物
館
、
解
説
一
〜
一
三
頁
。

11
）

前
掲

10
）、
四
頁
。

12
）

下
坂
守
（
一
九
八
五
）「
社
寺
絵
図
の
分
類
」（
特
別
陳
列
図
録
『
社

寺
絵
図
と
そ
の
文
書
』
所
収
）、
京
都
国
立
博
物
館
、
三
五
〜
三
六
頁
。

13
）

山
下
和
正
（
一
九
九
八
）『
地
図
で
読
む
江
戸
時
代
』、
柏
書
房
、
二

四
〜
二
五
頁
。

14
）

前
掲

13
）、
二
四
一
〜
二
六
一
頁
。

15
）

酒
井
一
光
（
一
九
九
八
）「
境
内
図
の
研
究
・
展
観
史
」（
特
別
陳
列

図
録
『
描
か
れ
た
聖
域
と
名
所
｜
寺
社
境
内
図
の
世
界
』
所
収
）、
大

坂
市
立
博
物
館
、
三
〇
〜
三
一
頁
。

16
）

前
掲

3
）。

17
）

白
石
克
（
一
九
八
一
）『
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵

寺
社
略
縁
起
類

解
題
』（
文
献
シ
リ
ー
ズ
№
14
）、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
。

18
）

前
掲

3
）。
本
書
で
は
刊
行
年
に
関
す
る
記
載
を
も
た
な
い
絵
図
に

つ
い
て
も
、
江
戸
後
期
・
江
戸
末
期
と
お
よ
そ
の
年
代
を
記
し
て
い
る
。

19
）

前
掲

9
）。

20
）

宇
野
健
一
編
（
二
〇
〇
八
）『
池
田
遙
邨
展

没
後
20
年
』、
海
の
見

え
る
杜
美
術
館
。

21
）

前
掲

1
）。

22
）

池
田
№
14
・
15
は
同
名
で
記
載
内
容
も
同
一
の
絵
図
で
あ
る
が
、

№
14
に
比
し
て
№
15
の
方
は
左
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
。

23
）

池
田
№
22
も
京
都
府
船
井
郡
に
所
在
す
る
た
め
対
象
範
囲
外
の
寺
社

境
内
地
と
な
る
が
、
近
代
の
刊
記
を
も
つ
六
点
に
含
ま
れ
る
た
め
数
に

一
九
八



は
入
れ
て
い
な
い
。

24
）

以
下
、
絵
師
に
関
す
る
記
述
は
次
の
文
献
に
基
づ
く
。
上
田
正
昭
他

監
修
（
二
〇
〇
一
）『
日
本
人
名
大
事
典
』、
講
談
社
。

25
）

吉
田

山
編
『
皇
都
書
画
人
名
録
』、
順
祥
堂
、
弘
化
四
（
一
八
四

七
）
年
。

26
）
「
城
州
嵯
峨
五
臺
山
清
凉
寺
境
内
明
細
絵
図
」、
個
人
蔵
。

27
）

梅
川
東
挙
は
こ
の
他
に
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

「
賀
茂
川
浚
土
砂
運
送
略
図
」
や
「
平
安
京
御
繪
圖：

ニ
名
所
ひ
と

り
案
内
」（
近
世
後
期
）
の
絵
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。

28
）
『
都
百
景
』、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
か
ら
慶
応
元
（
一
八
六
五
）

年
頃
。
な
お
、『
都
百
景
』
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
を
参
考
に
し
た
。

大
塚
活
美
（
二
〇
一
一
）「
描
か
れ
た
幕
末
の
京
都
｜
『
都
百
景
』
の

制
作
と
構
成
に
つ
い
て
｜
」
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
╱
紀
要
ｖ
ｏ
ｌ

一
一
、

三
七
〜
五
一
頁
。

29
）

弄
翰
子
編
『
平
安
人
物
志
』、
博
昌
堂
・
芸
香
堂
、
文
政
一
三
（
一

八
三
〇
）
年
版
。

30
）
「
北
埜
紅
梅
む
め
干
」、
文
玉
堂
、
年
未
詳
。

31
）

前
掲

17
）、
三
頁
。

32
）

瑞
錦
堂
は
、
天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
に
『
花
譜
』（
早
稲
田
大

学
図
書
館
所
蔵
）
を
刊
行
し
て
お
り
、
書
中
に
「
三
条
通
寺
町
」
と
所

在
地
を
記
し
て
い
る
。

33
）

京
都
市
編
（
一
九
八
七
）『
史
料

京
都
の
歴
史
』
一
〇
・
東
山
区
、

平
凡
社
、
四
二
〇
頁
。

34
）

雷
火
で
焼
失
し
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
方
広
寺
大
仏
殿
を
描
く
姿

勢
は
、
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
刊
行
の
「
華
洛
一
覧
図
」（
黄
華
山

画
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。

35
）

藪
内
彦
瑞
編
（
一
九
三
七
）『
知
恩
院
史
』、
知
恩
院
、
一
〇
九
二
頁
。

36
）

正
宗
敦
夫
編
（
一
九
六
八
）『
地
下
家
伝

上
』、
自
治
日
報
社
、
三

七
九
頁
。
本
書
で
は
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
六
月
の
任
官
を
「
正
六

位
下
式
部
大
掾
」
と
し
て
い
る
が
、
式
部
省
で
大
掾
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

37
）

前
掲

35
）、
五
一
二
〜
五
一
五
頁
。

38
）

本
図
の
右
端
に
は
五
重
塔
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
世
の
知

恩
院
に
五
重
塔
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
描
写
は
冷
泉
為
恭
に
よ
る
創
作
と

思
わ
れ
る
。

39
）

白
石
虎
月
編
（
一
九
七
九
）『
東
福
寺
誌
』、
思
文
閣
出
版
。

40
）
『
都
名
所
図
会
』（
野
間
光
辰
編
（
一
九
六
七
）『
新
修
京
都
叢
書
』

六

所
収
）、
臨
川
書
店
。

41
）

前
掲

40
）、
二
三
〇
・
二
三
一
頁
。

42
）

前
掲

40
）、
二
一
二
〜
二
一
五
頁
。

43
）

こ
の
よ
う
な
関
係
は
浮
世
絵
で
も
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
歌
川

広
重
の
『
東
海
道
五
十
三
次
』
の
う
ち
石
部
宿
な
ど
京
都
に
近
い
宿
場

な
ど
の
絵
は
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
を
種
本
に
し
て
描
い
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
次
の
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
重
三

（
一
九
七
〇
）『
廣
重
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
三
四
〜
三
五
頁
。
大
久

保
純
一
（
一
九
八
六
）「
広
重
風
景
版
画
に
お
け
る
種
本
利
用
の
諸
相

に
つ
い
て
」
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集

哲
学
三
二
、
一
〇
五

〜
一
二
一
頁
。
な
お
、
大
久
保
は
近
世
後
期
の
江
戸
で
歌
川
広
重
な
ど

が
作
画
し
、
刊
行
さ
れ
た
社
寺
風
景
画
と
『
江
戸
名
所
図
会
』
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。
大
久
保
純
一
「
絵
図
の
よ
う
な
社
寺

名
所
錦
絵
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
二
〇
〇
一
）『
な
に
が
わ
か
る

か
、
社
寺
境
内
図
』、
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、
一
二
〇
〜
一
二
二

頁
所
収
）。

44
）

渡
邊
秀
一
「
京
都
東
西
本
願
寺
門
前
町
の
形
成
過
程
と
変
容
｜
近
世

寺
内
町
か
ら
近
代
門
前
町
へ
」（
河
村
能
夫
編
著
（
二
〇
〇
七
）『
京
都

一
九
九

刊
行
境
内
図
の
資
料
的
価
値
と
問
題
点



の
門
前
町
と
地
域
自
立
』
龍
谷
大
学
社
会
科
学
研
究
所
叢
書
七
六

所

収
、
晃
洋
書
房
、
二
二
〜
五
七
頁
。

45
）

森
幸
安
「
東
本
願
寺
之
地
図
」、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
、
国
立

公
文
書
館
所
蔵
。
本
稿
で
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の

画
像
を
閲
覧
し
た
。

46
）

前
掲

3
）補
遺
編
、
解
説
1
頁
。
な
お
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年

に
京
都
の
平
野
屋
茂
兵
衛
・

屋
宗
八
が
刊
行
し
た
『
大
日
本
年
中
行

事
大
全
』
で
は
、
速
水
春
暁
斎
の
遺
稿
に
森
川
保
之
が
挿
絵
を
描
い
て

い
る
。

47
）
「
北
野
天
満
宮
社
頭
図
」（
前
掲

43
）、『
な
に
が
わ
か
る
か
、
社
寺

境
内
図
』、
五
九
頁

所
収
）、
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
、
北
野
天

満
宮
所
蔵
。

48
）
「
北
野
天
満
宮
御
境
内
図
」、
個
人
蔵
。

49
）
「
北
野
天
満
宮
御
社
之
図
」、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
所
蔵
。
本
図
は
、
同
所
の
公
開
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
画

像
に
て
閲
覧
し
た
。

50
）
「
北
野
天
満
宮
御
境
内
之
図
」、
筆
者
蔵
。

51
）

前
掲

40
）、
七
〇
八
・
七
〇
九
頁
。

52
）

足
利
義
満
は
明
徳
二
（
一
三
九
一
）
年
の
明
徳
の
乱
（
山
名
氏
清
の

乱
）
で
の
戦
没
者
を
追
悼
す
る
た
め
、
応
永
八
（
一
四
〇
一
）
年
に
北

野
天
満
宮
の
社
前
に
願
成
就
寺
（
北
野
経
王
堂
）
を
建
立
し
た
。

53
）

北
野
神
社
社
務
所
編
（
一
九
〇
九
）『
北
野
誌
』
首
巻
、
國
學
院
大

学
出
版
部
。

54
）

現
在
、
上
七
軒
は
北
野
天
満
宮
東
側
の
花
街
の
名
称
と
し
て
知
ら
れ

る
が
、
当
初
は
「
七
軒
茶
屋
」
と
呼
ば
れ
、
近
世
後
期
に
は
「
上
七

軒
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。

55
）

今
出
川
通
は
、
戦
後
に
七
本
松
通
と
の
交
差
点
か
ら
南
へ
斜
行
す
る

街
路
に
改
変
さ
れ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
に
現
在
の
今
出
川
通

が
開
通
し
た
。
な
お
、
旧
今
出
川
通
は
上
七
軒
通
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

56
）

前
掲

40
）、
七
〇
三
頁
。
な
お
、
金
山
天
王
寺
は
廬
山
寺
兼
帯
の
寺

院
で
あ
り
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
は
廃
寺
と
な
り
、
翌
年
に
本

尊
な
ど
は
廬
山
寺
へ
合
併
さ
れ
た
。
合
併
の
際
、
本
尊
の
如
意
輪
観
音

は
廬
山
寺
太
子
堂
に
安
置
さ
れ
た
た
め
、
現
在
の
「
洛
陽
三
十
三
ヶ
所

巡
礼
」
で
は
廬
山
寺
が
第
三
二
番
札
所
で
、
第
三
一
番
札
所
の
東
向
観

音
寺
と
第
三
三
番
札
所
の
清
和
院
と
は
順
路
に
な
っ
て
い
な
い
。

57
）

碓
井
小
三
郎
編
（
一
九
六
八
）『
京
都
坊
目
誌
』
上
京
区
第
五
学
区

之
部
（
野
間
光
辰
編
『
新
修
京
都
叢
書
』
一
八
所
収
）、

臨
川
書
店
、

一
四
一
頁
。

58
）

前
掲

57
）、
一
三
八
頁
。

59
）
「
洛
中
町
数

京
境
・
西
陣
・
西
京
之
事
」（
岩
生
成
一
監
修
（
一
九

七
三
）『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
清
文
堂
史
料
叢
書
五
所
収
）、
清

文
堂
、
二
一
二
〜
二
一
三
頁
。

60
）
「
北
野
社
域
図
」、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
北
野
神
社
文
書
』、

明
治
初
年
。
本
図
の
閲
覧
は
、
同
館
が
公
開
し
て
い
る
電
子
化
資
料
の

う
ち
『
北
野
神
社
関
係
資
料
』
の
高
精
細
画
像
に
て
行
っ
た
。

61
）

清
水
寺
史
編
纂
委
員
会
（
一
九
九
七
）『
清
水
寺
史
』
第
二
巻
通
史

（
下
）、
音
羽
山
清
水
寺
、
四
六
三
頁
。
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
の

『
高
附
帳
』
に
は
、
清
水
寺
領
一
三
三
石
の
う
ち
「
清
水
境
内
」
と
し

て
一
一
〇
石
七
斗
六
升
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

62
）
「
寺
領
惣
領
絵
図
」、
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
（
清
水
寺
史
編
纂
委

員
会
（
二
〇
一
一
）『
清
水
寺
史
』
図
録
編

一
二
四
・
一
二
五
頁

所

収
）、
清
水
寺
所
蔵
。

63
）

前
掲

１
）の
う
ち
、
鹿
苑
寺
境
内
地
論
文
。

64
）

前
掲

１
）の
う
ち
、
北
野
天
満
宮
境
内
地
論
文
。

二
〇
〇


